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民生委員児童委員
（任期：令和元年12月1日～令和４年11月30日まで） （敬称略）

　

昨
年
11
月
末
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
全
国
で
再
任
を
含
め
た
民
生

委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行

わ
れ
、
12
月
に
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

３
年
間
、
新
任
再
任
の
民
生
委
員

児
童
委
員
が
、
地
域
住
民
の
福
祉

の
支
援
者
と
し
て
活
動
を
行
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、「
社

会
奉
仕
の
精
神
」
の
基
本
姿
勢
と

活
動
内
容
の
「
守
秘
義
務
」
を
前

提
に
、
住
民
の
立
場
に
寄
り
添
っ

た
福
祉
相
談
や
、
地
域
の
見
守
り

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
日
常
生
活
で
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
相

談
に
応
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
行
政
や
事
業
者
と
の
橋
渡

し
役
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

　

乳
が
ん
は
女
性
が
一
生
の
う
ち

で
一
番
か
か
り
や
す
い
が
ん
で
す
。

近
年
、
乳
が
ん
に
か
か
る
人
は
11

人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
検
診
に
よ
り
早
期
に

発
見
し
、
早
期
に
治
療
を
受
け
る

こ
と
で
約
９
割
は
治
癒
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
（
要

予
約
）。

予
約
受
付
開
始
日
時

１
月
８
日
（
水
）
８
時
30
分
〜

申
込
方
法

　

電
話
又
は
窓
口
で
希
望
の
日
程
、

時
間
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

対
象
者

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
40
歳

以
上
、
偶
数
年
齢
の
女
性

料
金　
１
，
５
０
０
円

※

た
だ
し
、
次
の
方
は
無
料
で
す

・  

70
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
の
方

・
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
の
方

　
（
40
歳
）

・
下
田
市
検
診
等
徴
収
金
免
除
証

　

明
書
（
生
活
保
護
・
非
課
税
世

　

帯
に
交
付
、
要
事
前
申
請
）
を

　

お
持
ち
の
方

注
意
事
項

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て

　

い
る
方
や
、
妊
娠
、
授
乳
中
、

　

豊
胸
手
術
な
ど
を
し
た
方
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
検
査
方
法
の
都
合
上
、
背
が
曲

　

が
っ
て
い
て
、
支
え
が
無
け
れ

　

ば
背
を
伸
ば
し
て
立
っ
て
い
ら

　

れ
な
い
方
は
受
診
を
避
け
て
く

　

だ
さ
い
。

・
生
理
１
週
間
前
の
受
診
は
避
け

　

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

　
　
　
（
窓
口
⑤
）☎
㉒
２
２
１
７

ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
世
帯
や
障
害
者

世
帯
等
へ
の
見
守
り
、
子
育
て
や

介
護
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
定
期

的
に
自
宅
等
を
訪
問
し
て
安
否
の

確
認
を
行
っ
た
り
、
悩
み
事
な
ど

の
相
談
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、

世
帯
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
把
握
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
得
た
情
報
を
も
と
に
、

問
題
点
や
意
見
を
ま
と
め
て
行
政

に
提
起
す
る
の
も
民
生
委
員
児
童

委
員
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の

中
に
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
が
い
ま
す
。
主
任
児
童
委

員
は
、
学
校
や
市
の
家
庭
児
童
相

談
室
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し

て
子
ど
も
と
親
の
抱
え
る
問
題
に

対
し
て
相
談
や
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委

員
児
童
委
員
と
連
絡
を
取
り
た
い

方
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に
つ
い

て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

福
祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　
　
（
窓
口
⑥
）☎
㉒
２
２
１
６

９時～11時・13時～14時
（30分単位で予約を受け付けます）

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
る
と
、
一
部
の
方
（
他

の
公
的
年
金
保
険
加
入
者
、
又
は

そ
の
方
の
被
扶
養
配
偶
者
）
を
除

き
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

と
な
り
、
毎
月
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

20
歳
の
誕
生
月
に
年
金
機
構
か

ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
と

納
付
書
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
送

付
さ
れ
る
年
金
手
帳
は
、
保
険
料

納
付
の
確
認
や
将
来
年
金
を
受
け

取
る
際
に
必
要
で
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
と
き
は
保
険
料
免
除
・
猶
予
制

度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

も
可
能
で
す
（
学
生
納
付
特
例
制

度
の
申
請
に
は
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー

又
は
在
学
証
明
書
の
原
本
の
添
付

が
必
要
で
す
）。

　

保
険
料
は
納
付
書
で
の
お
支
払

い
の
ほ
か
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
納
付
も
可
能
で
す
。
口
座
振
替

は
市
民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓

口
③
）
又
は
ご
利
用
の
金
融
機
関

で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
市
民
保

健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
で

申
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に

便
乗
し
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年

金
機
構
又
は
市
の
職
員
を
名
乗
り
、

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
振

込
口
座
が
使
え
な
い
た
め
、
新
し

い
口
座
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
及
び
日
本
年
金
機

構
で
は
、
電
話
で
口
座
番
号
や
暗

証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
聞

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
電
話
が
あ
っ
て
も
、
口
座
番

号
等
の
個
人
情
報
は
答
え
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　
（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

助けあい、支えあう
「年金」って
とっても大事

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に

便
乗
し
た

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
早
期
発
見
で
治
癒
〜

受付時間

日にち

2月  2日（日）

2月  4日（火）

2月  5日（水）

2月  6日（木）

2月  7日（金）

2月  8日（土）

2月10日（月）

2月12日（水）

2月13日（木）

2月14日（金）

2月15日（土）

2月16日（日）

2月18日（火）

2月19日（水）

2月20日（木）

2月21日（金）

2月22日（土）

2月25日（火）

2月26日（水）

2月27日（木）

2月28日（金）

2月29日（土）

会　場

道の駅開国下田みなと  受付：市民ギャラリー2

河 内 公 会 堂

稲 生 沢 公 民 館

下 田 総 合 庁 舎 　保 健 所１Ｆロビー

白 浜 公 民 館

下 田 市 役 所

朝 日 公 民 館

須 崎 漁 民 会 館

須 原 区 民 会 館 ※ 午 前 の み

田 牛 区 集 会 所 前　 ※ 午 前 の み

市民文化会館会議室用エントランス（エレベーター前）

下 田 市 役 所

市民文化会館会議室用エントランス（エレベーター前）

下 田 市 役 所

道の駅開国下田みなと  受付：市民ギャラリー2

市民文化会館会議室用エントランス（エレベーター前）

下 田 市 役 所

住 吉

住 吉

新 田

大 和

港

中 央

大 坂

弥 七 喜

広 岡 東

広 岡 西

広 岡 西

広 岡 西

岩 下

岩 下

岩 下

岩 下

東 本 郷

東 本 郷

西 本 郷

西 本 郷

西 本 郷

高 馬

西 中

中 2

東 中

立 野

河 内

河 内

河 内

蓮 台 寺

蓮 台 寺

大 沢

落合・箕作・荒増

須 原 １

須原２・宇土金

北湯ヶ野・椎原

加 増 野

横川・相玉

柿 崎

柿 崎

外 浦

須 崎

須 崎

原 田

原 田

長 田

板 戸

吉 佐 美

吉 佐 美

吉 佐 美

大 賀 茂

大 賀 茂

田 牛

浜崎・白浜

下田・朝日

稲生沢・稲梓

田 中 康 雄

倉 田 好 道

高 本 淳 子

馬 場 浅 次

志 田 文 重

原 田 恵 子

植 松 正 夫

勝 又 純 子

※

池 田 明 子

※

※

北 村 順 子

森 谷 允 子

渡 邉 晴 子

野 田 祥 子

渡 邉 延 江

辻村　公美惠

鈴 木 克 己

小澤　よし子

松 本 　 定

岩 淵 正 義

村 山 　 正

※

鈴木　ちか子

原 田 裕 美

臼井　ふく子

鈴 木 友 久

山 本 　 進

村山　登美雄

※

土 屋 栄 一

鈴 木 信 之

土 屋 博 和

土屋　三惠子

正 木 宏 継

和 泉 　 誠

土屋　八千代

村 上 文 樹

鈴 木 秀 彦

長 友 勝 範

※

鈴 木 大 然

※

武 藤 信 夫

正 田 成 彦

長谷川　利和

山 本 康 夫

進 士 葉 子

土 屋 鶴 代

大 川 克 史

増 田 幸 司

渡 邉 石 男

稲葉　いそ江

加嶋　五十鈴

高橋　佐枝子

賀 茂 医 師 会 館

賀 茂 医 師 会 館

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
者

民
生
委
員
児
童
委
員

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

地
域
の
暮
ら
し
を
見
守
る

　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

※印の地区の委員は選任中です。

担当地区 担当地区氏名 氏名 担当地区 氏名

◎主任児童委員


